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三 監 第 ５ ５ 号 

令 和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

 

  三 島 市 長  豊 岡 武 士 様 

  三 島 市 議 会 議 長  藤 江 康 儀 様 

  三 島 市 教 育 委 員 会 教 育 長  小 塚 英 幸 様 

   

三島市監査委員 今 井 信 義 

  

 

三島市監査委員 川 原 章 寛 

 

 

 

定期監査の結果について（報告） 

 

地方自治法第１９９条第４項の規定により、令和５年度定期監査（第３号）を 

実施したので、その結果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

 

 教育推進部    教育総務課、学校教育課、生涯学習課、文化財課、図書館 

  市立小・中学校  南小学校、向山小学校、中郷中学校 

 

 

２ 監査の期間 

 

令和５年１１月２８日から令和５年１２月２０日まで 

 

 

３ 監査の方法 

 

監査対象部課等において執行された事務事業について、あらかじめ提出された監査資

料に基づき審査するとともに事情聴取を行った。 

なお、委託料の支出事務を各課の主眼項目とした。 
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４ 監査の範囲 

 

令和５年４月１日から令和５年１０月３１日までの財務に関する事務の執行及び経営

に係る事業の管理を監査した。 

 

 

５ 監査結果 

 

監査を実施した範囲については、関係法令等に準拠しており、適正に処理されている

ものと認めた。 

当該監査結果における指摘事項及び意見・要望は、次のとおりである。 

 

(1) 共通事項 

【指摘事項】 なし 

【意見・要望】随意契約における契約額の妥当性の検証について 

今回の定期監査の主眼項目である委託業務においては、事務の処理を受託者に委

ねる業務であるため、具体的に価格のみの競争入札が実施できるような設計書を作

成することは難しいことから、一部の設計書の作成が可能な業務を除いて随意契約

による契約が多く見られた。 

随意契約については、競争入札に付する手続を省略することができ、また特定の

資産、信用、能力等のある者を選ぶことができること等が長所である一方、業者の

選定が一部の者に偏すること、また不利な条件で契約を締結するおそれがあること

等の短所がある。 

中でも契約の性質又は目的により相手方を特定せざるを得ない、一者のみとの随

意契約においては、業者から提出された見積額をそのまま予定価格として採用して

いることから、適正な見積額であるかを他の業者と比較することが出来ず、契約額

が著しく高額となる可能性もある。 

過去の同種業務の契約実績、市場価格、他課及び他市町における同種業務の契約

金額等の情報を可能な限り収集し、随意契約による場合においても競争入札に準じ

て、市場の競争性及び経済性を考慮した適正な契約額となるよう検証されたい。 

 

 (2) 個別事項 

ア 教育総務課 

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

（ｱ）情報教育環境の整備について 

「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、児童生徒に1人１台のタブレットを貸与された

ことは、デジタルが不可欠となる現代において、児童生徒の多様な能力を引き出すこ

とに寄与している。タブレットの導入から３年目となることから、国が示す整備指針

等を踏まえ、さらに効率的かつ有効的に活用できるよう検討されたい。 
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（ｲ）学校の備品管理について 

学校監査において、時代の変化に応じて長期間使用していないものや、使用見込み

がない備品を保有している状況が見受けられた。遊休備品の有効性の評価や共同利用、

再利用について統一した基準を設け、適正な備品管理となるよう努められたい。 

  

イ 学校教育課 

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

（ｱ）学校給食費の収入事務について 

調定には年度毎の歳入金の納付予定、現況及び未収金などの収入状況を把握するた

めの重要な役割がある。学校給食費に係る収入事務においては、複数の職員でのチェ

ックを行い適正な調定事務の執行及び収入の把握に努められたい。 

（ｲ）スクールソーシャルワーカーの充実について 

不登校対策事業において、スクールソーシャルワーカーにより支援の必要な生徒に

対し巡回を行い、対応が図られている状況ではあるが、支援が必要な生徒数の増加傾

向に伴い、実態に応じた対応が行き届いているとは言い難い。より充実した支援が行

えるよう体制の整備に努められたい。 

 

ウ 生涯学習課 

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

（ｱ）体験活動の充実について 

少年の船事業については、本年度行ったアンケートの結果をもとに、社会変化に対

応した開催方法を検討されたい。また、意欲のある児童生徒が家庭環境に左右される

ことなく体験活動に参加できるよう、公平性の観点から体験格差の解消に努められたい。  

（ｲ）箱根の里の運営について  

箱根の里では、収支改善のため利用者の拡大に向けた対策を講じている一方で、開

所から36年経過し、今後も継続的な施設・設備の更新や修繕が見込まれる。施設の在

り方について、多角的な意見を集め施設の効率的な再編を検討されるよう要望する。 

 

エ 図書館 

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】ハイブリット図書館の推進について 

デジタルアーカイブを一般に公開するなど、従来の図書資料と電子資料の双方が活

用出来るハイブリッド図書館を推進しているところであるが、今後も若者の図書館利

用の促進やリカレント教育との連携を見据えたデジタル化の推進を検証されたい。 
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オ 文化財課 

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】史跡山中城跡維持管理事業について 

史跡山中城跡復旧整備工事については、台風や長雨による被災により計画的に災害

復旧工事を進めてきたところである。今年度の災害復旧排水路の設置工事についても、

引き続き円滑な事務の執行となるよう努められたい。 

 

カ 学校  

 【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

南小学校、向山小学校及び中郷中学校の事務が適正に執行されているか、関係書類

を確認し事務担当職員に説明を求めるとともに実施調査を行ったところ、次の事項に

ついて改善を求めたものの、それ以外については概ね適正に行われていた。今後も学

校現場における適正な事務処理に努められたい。 

(ｱ) 人事管理について（市雇用職員） 

市雇用職員の勤怠管理を適正に行うため、出勤・退勤時刻を客観的に確認できる

記録を整備されたい。 

(ｲ) 安全管理について 

屋内消火栓や消火器については、初期消火に即時対応することができるよう、設

置場所の環境に配慮されたい。 


